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スーホの白
しろ
い馬
うま
−モンゴル民

みん
話
わ
−

大
おお
塚
つか
勇
ゆう
三
ぞう
／再
さい
話
わ
　赤
あか
羽
ば
末
すえ
吉
きち
／画

が
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　スーホがたすけた生
う

まれたばかりの子
こ

馬
うま

は、みとれるほどりっぱな白
しろ

馬
うま

にそだ
ちました。ある年

とし
の

春
はる

、町
まち

でけいば大
たい

会
かい

がひらかれることに
なり…。

NO.140

ほん き

-本の樹-
ほん き

-本の樹-

2010年冬号子どもの本のあんない
こ ほん ねん ふゆ ごう

ゆき
　ユリ・シュルヴィッツ／作

さく
　さくまゆみこ／訳

やく
　あすなろ書

しょ
房
ぼう

　どんよりとした　はいいろの　そらから　ゆきが　ひとひら。おとこ
のこが　はじめに　それを　みつけます。おとなは「これっぽっち…」
と　あいてに　しませんでしたが、ゆきは　あとから　あとから　ふっ
てきて、とうとう　どこも　かしこも　まっしろになりました。

えほん

仙
せん

 台
だい

 市
し

 図
と

 書
しょ

 館
かん

子
こ
うさぎましろのお話

はなし

ささきたづ／ぶん　みよしせきや／え　ポプラ社
しゃ

　サンタ＝クロースからの　おくりものは、どの子
こ

どもにも　一
いっ

かいき
りですね。白

しろ
うさぎの子

こ
“ましろ”も　それを　しっています。でも、

ましろは　かんがえました。「そうだ。べつの　うさぎの子
こ

に　なれば
いい。『まだ、おくりものを　もらわない。』っていえば　いいんだ。」

しろいうさぎとくろいうさぎ
ガース・ウイリアムズ／ぶん・え

まつおかきょうこ／やく　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　もりのなかに、しろいう
さぎと　くろいうさぎが、
すんでいました。ニ

に
ひきは、

まいにち　たのしく　あ
そんでいます。

テーマ

白
し ろ

冬
ふゆ

がきて　雪
ゆき

がふってくると
外
そと

は　まっ白
しろ

な　世
せ

界
かい

になるね。
だれも　いないのかな？
よくみてごらん。どうぶつたちが
かくれているよ。
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風
かぜ
の子

こ
のミトンとあなぐまモンタン

茂
も
市
いち
久
く
美
み
子
こ
／作
さく
　中
なか
村
むら
悦
えつ
子
こ
／絵

え
　学
がく
習
しゅう
研
けん
究
きゅう
社
しゃ

　ひだまり村
むら

に、小
ちい

さな　せんたくやが
あります。あなぐまの　モンタンの　店

みせ

です。
　朝

あさ
から　風

かぜ
の　つよい日

ひ
、むささび

や、うさぎや、くまが、
空
そら

からおちてきたミトン
をひろって、モンタンの
ところに　もってきまし
た。

ちいさなしろくまくんのおはなし
ドロシー・シェリル／作

さく
　湯

ゆ
沢
ざわ
朱
あけ
実
み
／訳
やく
　こぐま社

しゃ

　ちいさなしろくまくんは、うちじゅう
で　いちばん　ちいさな　くまです。
　あるばん、まだ　ねむくなかったしろ
くまくんは、こっそりお
うちをぬけだしました。
しろくまくんが　とを　
あけると、そとは　まっ
くらで、ゆきが　つもっ
て　いました。

おはなし

ぼくのおなかがしろいわけ
熊
くま
田
だ
勇
いさむ
／作
さく
・絵

え
　講
こう
談
だん
社
しゃ

　こねこのタムは、ともだちとの　やく
そくに　おくれがち。ある日

ひ
、とうとう

ともだちを　おこらせてしまいました。
ゆるして　もらおうと、
木
き

の　みを　とりに　林
はやし

の　中
なか

に　入
はい

っていきま
すが…。“やくそく”の
たいせつさを　おしえて
くれる　おはなしです。

シップ船
せん
長
ちょう
とゆきだるまのユキちゃん

かどのえいこ／さく　オームラトモコ／え　偕
かい
成
せい
社
しゃ

　けっして　いやとは　いわない　シッ
プ船
せん

長
ちょう

は、いちばん　北
きた

のくにから　い
ちばん　南

みなみ
のくにに　ゆ

きだるまを　とどけてく
ださいと　たのまれまし
た。どんどん　とける　
ゆきだるまをのせて、船

ふね

は　南
みなみ

へ　すすみます。

ねずみのおんがく一
いっ
家
か

　ゆきこんこまつりの日
ひ

わたりむつこ／さく　ましませつこ／え　ＰＨＰ研
けん
究
きゅう
所
じょ

　ねずみの　町
まち

に、ことしも　ゆきこんこ
まつりの日

ひ
が、やってきました。チュージッ

ク一
いっ

家
か

の　ベルは、この　ふゆの　いい
おもいでを　つくるため、
コーラス隊

たい
メンバーの

オーディションを　うけ
ることに　しました。

（品
しな

切
ぎれ

れ・重
じゅう

版
はん

未
み

定
てい

）

雪
ゆき
だるまのひみつ
ルース・エインズワース／作

さく
　河
こう
本
もと
祥
さち
子
こ
／訳
やく

岩
いわ
波
なみ
書
しょ
店
てん

　ピッパがつくったりっぱな雪
ゆき

だるまは、
ニンジンで口

くち
をつけると、おしゃべりが

できるようになりました。
　 雪

ゆき
だるまと友

とも
だちに

なったピッパは、雪
ゆき

だる
まにピーターキンという
なまえをつけて、いっしょ
にあそぶことにしました。
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しろくまだって
斉
さい
藤
とう
洋
ひろし
／作
さく
　高
たか
畠
ばたけ
純
じゅん
／絵

え
　小

こ
峰
みね
書
しょ
店
てん

　カナダの北のほうに、トラックがおと
していった荷

に
物
もつ

をひろってくらしている
しろくまの兄弟がいまし
た。兄弟はテレビももっ
ていますが、電気がない
から見られません。そこ
で、電気がある人間の町
にいくことにしました。

冬
ふゆ
のおはなし
松
まつ
居
い
スーザン／作

さく
　山
やま
内
うち
ふじ江

え
／絵

え
　ポプラ社

しゃ

　ながい冬の森には、春をまつあいだ、
いろいろなことがおこります。つめたい
風が湖

みずうみ
の上をふきわたる

ころ、キツネとカラスが
灰
はい

色
いろ

の空を見あげると、
なにかがとんできまし
た。それは、羽をいためた、
オオハクチョウでした。

くらやみ城
じょう
の冒
ぼう
険
けん
（ミス・ビアンカシリーズ１）

マージェリー・シャープ／作
さく
　渡
わた
辺
なべ
茂
しげ
男
お
／訳
やく

ガース・ウィリアムズ／絵
え
　岩
いわ
波
なみ
書
しょ
店
てん

　くらやみ城
じょう

に囚
とら

われの詩人を救
すく

うため
囚
しゅう

人
じん

友の会のねずみたちに選
えら

ばれた、
大使のぼうやにかわれて
いる白ねずみミス・ビア
ンカ。銀のネックレスを
したミス・ビアンカは、
その話をきいたとたんに、
気
き

絶
ぜつ

してしまいました。

ノンちゃん雲
くも
に乗

の
る

石
いし
井
い
桃
もも
子
こ
／著
ちょ
　中
なか
川
がわ
宗
そう
弥
や
／画

が
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　おかあさんと、にいちゃんが、ノン
ちゃんにひみつで、おでかけしてしまい
ました。だれも、気もちをわかってくれ
ないので、ノンちゃんは、
ひとりで木にのぼりまし
た。下の池には、まっ白
い雲がうかんでいます。
とびたいと思ったそのと
き、ノンちゃんは空へ…。

ケルトの白
はく
馬
ば

ローズマリー・サトクリフ／作
さく
　灰
はい
島
じま
かり／訳

やく
　ほるぷ出

しゅっ
版
ぱん

　イケニ族の族長の子ルブリンは、五
歳の夏の日、父につれられて、馬の大
移動を見た。群れの中からとびだした白
い馬が、稲妻に照らされ
て、幻

まぼろし
のように消えていっ

た。ルブリンは、その姿を
一生忘れることができな
かった。やがて、次の族長
を選ぶ儀式が近づいて…。

その他にこんな本もあります
ながいながいペンギンの話

はなし

いぬいとみこ／作
さく
　山
やま
田
だ
三
さぶ
郎
ろう
／絵

え
　理

り
論
ろん
社
しゃ

北
きた
のはてのイービク
ピーパルク・フロイゲン／作

さく
　野

の
村
むら
泫
ひろし
／訳
やく
　岩
いわ
波
なみ
書
しょ
店
てん

ムーミン谷
だに
の冬
ふゆ
（ムーミン童

どう
話
わ
全
ぜん
集
しゅう
５）

トーベ・ヤンソン／作
さく
・絵

え
　山
やま
室
むろ
静
しずか
／訳
やく
　講
こう
談
だん
社
しゃ

タランの白
はく
鳥
ちょう

神
かん
沢
ざわ
利
とし
子
こ
／作
さく
　大
おお
島
しま
哲
てつ
以
い
／画

が
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

白
しろ
いおうむの森

もり

安
あ
房
わ
直
なお
子
こ
／著
ちょ
　偕
かい
成
せい
社
しゃ

文
ぶんがく

学
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知
ちしき

識

「イグルー」をつくる
ウーリ・ステルツァー／写

しゃ
真
しん
と文
ぶん
　千

ち
葉
ば
茂
しげ
樹
き
／訳
やく
　あすなろ書

しょ
房
ぼう

　北
ほっ

極
きょく

地
ち

方
ほう

に住
す

むイヌイットとよばれる人
ひと

びとは、イグルーという雪
ゆき

の家
いえ

でくらしている。イグルーはナイフやノコギリで雪
ゆき

のブロックを切
き

り、うずまき形
がた

につんでつくっていく。ブロックのすきまにはやわらか
い雪
ゆき

をつめ、まどやえんとつをつけてできあがりだ。（小
しょう

学
がっ

校
こう

低
てい

学
がく

年
ねん

から）

雪
ゆき
の結
けっ
晶
しょう
ノート

マーク・カッシーノ　ジョン・ネルソン／作
さく
　千

ち
葉
ば
茂
しげ
樹
き
／訳
やく
　あすなろ書

しょ
房
ぼう

　気
き

温
おん

がさがると、ちりのまわりに水
すい

蒸
じょう

気
き

がくっついて美
うつく

しい雪
ゆき

の結
けっ

晶
しょう

ができる。人
にん

間
げん

におなじ人
ひと

がいないように、結
けっ

晶
しょう

もおなじものはないんだ
よ。雪

ゆき
がふったら、雪

ゆき
の結
けっ

晶
しょう

の観
かん

察
さつ

をしてみよう！  
 （小
しょう

学
がっ

校
こう

低
てい

学
がく

年
ねん

から）

もちの絵
え
本
ほん
（つくってあそぼう４）

えがわかずのり／へん　たけうちつーが／え　農
のう
山
さん
漁
ぎょ
村
そん
文
ぶん
化
か
協
きょう
会
かい

　鏡
かがみ

もちをお供
そな

えして、お雑
ぞう

煮
に

を食
た

べる日
に

本
ほん

のお正
しょう

月
がつ

。お雑
ぞう

煮
に

は、新
あたら

し
い年
とし

の神
かみ

さまをお迎
むか

えしていっしょに食
た

べるごちそう。お年
とし

玉
だま

も、神
かみ

さ
まの力

ちから
をもちに託

たく
して分

わ
けあたえたのがはじまり。神

かみ
さまとともに食

た
べ

てきたおもちって、どんな食
た

べものなんだろう。　（小
しょう

学
がっ

校
こう

中
ちゅう

学
がく

年
ねん

から）

世
せ
界
かい
を動
うご
かした塩

しお
の物
もの
語
がたり

マーク・カーランスキー／文
ぶん
　Ｓ . Ｄ . シンドラー／絵

え
　遠
えん
藤
どう
育
いく
枝
え
／訳
やく
　ＢＬ出

しゅっ
版
ぱん

　わたしたちが生きていくには、塩がかかせません。今はどこの家にも
ある塩ですが、昔はとても貴重品でした。塩をめぐって戦争や革

かく
命
めい

がお
きたこともあります。人間と塩の歴史をたどってみましょう。

　（小
しょう

学
がっ

校
こう

高
こう

学
がく

年
ねん

から）

仙
せんだい

台市
し み ん

民図
と し ょ

書館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

青
あ お ば

葉区
く

春
か す が

日町
まち

２−１　　　　　 ℡ ０２２−２６１−１５８５
広
ひろ

　瀬
せ

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

青
あ お ば

葉区
く

下
しも

愛
あ や し

子字
あざ

観
かんのんどう

音堂５　　　 ℡ ０２２−３９２−８４２１
宮
みや

　城
ぎ

　野
の

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

宮
み や ぎ の

城野区
く

東
ひがし

仙
せんだい

台４−１−１　　 ℡ ０２２−２５６−７３６１
榴
つつじがおか

岡　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

宮
み や ぎ の

城野区
く

榴
つつじがおか

岡 ４−１−８　　 ℡ ０２２−２９５−０８８０
若
わか

　林
ばやし

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

若
わかばやし

林区
く

南
みなみ

小
こいずみ

泉１−１−１　　 ℡ ０２２−２８２−１１７５
太
たい

　白
はく

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

太
たいはく

白区
く

長
ながまち

町５−３−２　　　 ℡ ０２２−３０４−２７４２
泉
いずみ

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

泉
いずみ

区
く

泉
いずみ

中
ちゅうおう

央１−８−６  ℡ ０２２−３７５−６１６１
URL http://lib-www.smt.city.sendai.jp


